
参考資料１ 

区市町村別CO2排出量（2008年度）
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参考資料２ 

CO2排出量の推移（1990年度～2008年度）
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参考資料３ 

 

二酸化炭素排出係数が変動した影響について 

 

ＣＯ2排出量の推移（2008 年度） 
本算定 本算定における二酸化炭素排出量 

固定ケース 
電力の二酸化炭素排出係数を 2001 年度（近年最も原子力発電所の稼働率が高かっ

た年度）の値で固定し、2002 年度以降を算出したケース 

 
○区部 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008

本算定

固定ケース

（年度）

（1000t-CO2）

 

○多摩地区 
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